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令和３年度定期監査結果報告  

 

  地方自治法第１９９条第４項の規定により令和３年度の定期監査について能代市監査 

基準に準拠し、次のとおり実施した。 

 

 

１ 監査の対象  

  今 年度の定期監査は、各部局及び各行政委員会のうち、次に掲げる課、所など（以下

「課等」という。）を対象として実施した。 

  

総 務 部  総務課、財政課、契約検査課、税務課 

企 画 部  総合政策課、地域情報課、市民活力推進課 

市民福祉部  福祉課、子育て支援課、長寿いきがい課、市民保険課、健康づくり課 

環境産業部  環境衛生課、商工労働課、エネルギー産業政策課、観光振興課 

農林水産部  林業木材振興課、農業振興課、ねぎ課 

都市整備部  都市整備課、道路河川課、水道課、下水道課 

二ツ井地域局  総務企画課、市民福祉課、環境産業課、建設課 

会 計 課 

議会事務局 

監査委員事務局 

選挙管理委員会事務局 

農業委員会事務局 

教育委員会事務局（教育部） 

 教育総務課、能代教育事務所、学校教育課、生涯学習・スポーツ振興課 
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２ 監査の期間 

 

    前 期 定 期 監 査           令和３年４月１日から令和３年９月２２日まで 

 （ 実  地  監  査 ）             令和３年５月１２日（市施設） 

             

  後 期 定 期 監 査           令和３年８月６日から令和４年１月２８日まで 

 （ 実  地  監  査 ）             令和３年１０月２０日（学校） 

令和３年１０月２７日（公金管理） 

 

３ 監査の範囲及び着眼点 
 

  今年度の定期監査は、監査の対象とした課等の令和３年９月末日までに執行された事務事

業（一部については令和２年度）における下記の事項が、法令に適合し、正確に行われ、最

少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合理化に努めているかを主眼

とし、実施した。 

 

（１）予算の執行状況等について 

    ①予算流用及び予備費充用について 

    ②支出事務について 

    ③契約事務について 

    ④収入事務について 

 （２）施設の管理状況等について 

 （３）公金管理の状況について 

 （４）公金収納事務について 

（５）随意契約の状況について 

（６）補助金交付事務の状況について 

 

 

４ 監査の実施内容 
 

監査の対象とした課等の財務に関する事務の執行について、提出を求めた監査資料を確認

するとともに、次の方法により監査を実施した。 

 

（１）予算の執行状況等について 

①予算流用及び予備費充用について 

財務会計システムからデータを取り出し、内容の確認を要するものについて、関係

課へ照会し、必要に応じて関係職員へ聞き取りを行った。 

 

②支出事務について 

支出科目を抽出し、支出負担行為書、支出命令書等の関係簿冊及び財務会計システ

ムのデータを調査・照合し、必要に応じて関係職員へ聞き取りを行った。 
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５ 監査の結果 

 

今年度は、前期定期監査において、「公金収納事務について」では、現金取扱事務につ

いて事務の正確性が確保されているかを中心に監査を行った。「随意契約の状況につい て」

では、各課で締結している随意契約の現状を把握し、随意契約が適正に執行されているか

について監査を実施した。「市管理施設の維持管理について」及び「学校施設の維持管理

について」では、施設の管理状況等について実地にて監査を実施した。 

後期定期監査において、「予算の執行状況等について」では、歳入歳出伝票や契約書等

財務関係書類について監査を実施した。「補助金交付事務の状況について」では、補助金

交付事務が適正に執行されているかについて監査を実施した。「公金管理の状況につい

て」では、現金取扱マニュアルに基づいて現金等の取扱いが行われているか実地にて監査

を実施した。 

監査の結果、予算に係る財務に関する事務については、概ね適正に執行されているもの

と認められた。 

なお、改善措置を検討することが望ましいと認めるもの及び意見等の中で重要と思われ

るものは次のとおりである。その他の軽微な誤り等については、講評の際に、改善及び職

員への周知を要望したので記述は省略した。 

 

 

 

 （１） 公金収納事務・公金管理について 

 

市では能代市公金管理適正化計画を作成し、公金の適正管理の徹底と検証を行ってきて

いる。計画において出納員は取扱い現金の種別ごとにマニュアルを作成し、部長等の確認

を経て、会計管理者に提出し、その後、変更があった場合は、変更後のマニュアルを会計

管理者に提出することとなっている。 

 

公金収納事務については、現金取扱いの事務処理がマニュアル通りに行われていないも

のや、年数の経過等により、マニュアルの見直しが必要なケースが見受けられた。 

現金取扱簿についても、複数人での確認がされていないものや、確認印が無いものなど

一部に不備が見られた。 

担当課においては毎年度マニュアルの内容を確認し、必要に応じて見直しを行い、適正

な事務処理に努められたい。 

また、現金取扱簿、申請書等について、保存はされているが簿冊登録されていないケー

スが散見された。能代市文書取扱規程に基づき簿冊登録を行い、適正な保管に努められた

い。 
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公金管理の実地監査については、現金等の取扱いが適正に行われているかについて、出

先機関を含む５箇所を実地にて監査した結果、概ね適正に行われていることを確認した。 

また、公金管理適正化委員会においても能代市公金管理適正化計画に基づき、現地調査

を行っていることを確認した。 

今後も公金の適正管理を徹底するため、継続した取組を望むものである。 

 

 

（２） 随意契約の状況について 

 

市では随意契約ガイドライン等を定め、契約事務の適正化に取り組んでいるところであ

るが、各課で締結している随意契約が適正に執行されているか監査を実施した。 

随意契約の要件は満たしているものの契約内容、履行期限、契約金額等が同一又は類似

の契約が複数回にわたり同一業者と締結されている事例が見受けられた。これらの随意契

約は、１本の契約にまとめることによって、契約金額の削減や契約事務の効率化が期待で

きるものであるため、契約方法の決定にあたっては競争性、経済性、透明性等の観点から

十分に検討のうえ決定するよう留意されたい。 

 

 

（３） 補助金交付事務の状況について 

 

市では施策を推進するため、市民福祉の向上や経済活動の支援など公益上の必要がある 

場合に補助金を交付している。 

その事務処理は、能代市補助金等の交付に関する規則や各補助事業の交付要綱等で定め 

ており、これらに基づいて補助金交付事務が適正に執行されているか監査を実施した。 

監査の結果、実績報告書に添付されている事業実績書の内容が補助金交付申請時に提出

される事業実施計画書と同じ内容となっているものが見受けられた。 

実績報告書及び事業実績書は補助対象経費の適正性の確保や、補助事業の目的の達成度

を把握するための重要なものであることから関係書類を十分精査し、適正な事務処理とさ

れたい。 

 

 

（４） 予算の流用、予備費の充用の状況について 

  

予算流用及び予備費充用について、事由の妥当性等の検証を行った結果、いずれも突発

的かつ緊急を要するものと認められた。 

 

 

 

 課等の監査の主な内容、監査結果等は、次のとおりである。 


